
剣一 野菜栽土( 野菜花き－野葵一栽嬬）（闇雲一野鐘允圭一野茎鈴健、

課題名

試験研

究年次

５９野菜の栽培生理解明

分類
３）栽培環境条件とキュウリのブルーム挙雄

６２～２年（完了）

Ｉ目 的 キ ュ ウ リ 栽 培 に お い て 、温度、湿度等栽培環境条件がキュウリ果
実のブルーム（果粉）の発生に及ぼす影響について検討し、良品生
産技術改善の畜料とす易へ

Ⅱ試験方法

１供試作型と品種

試験Ｉ作型及び収穫時期とブルーム発生
62年抑制栽培シャープＩ（埼玉原種育成会）
63年半促成栽培北極２号（ときわ種苗）、早熟栽培南極１号（とき

わ種苗）、促成栽培シャープＩ

試験Ⅱ加湿処理及び栽培夜温とブルーム発生
63年、半促成栽培青節成（九州大学より分譲）
1年半促成栽培北極２号、

抑制栽培穂木：シャープ・Ｉ、台」木：クロダネカボチャ（サカ
夕のタネ）、スーパー雲竜（久留米原種育成会）

試験、日射量とブルーム発生
2年半促成栽培シャープ・Ｉ

２試験区の構成
試験Ⅱ

注） 処理期間６３年３月８日～４月１５日注）処理期間１年３月１０日～４月８日

=豊鐙挙雪釜豊豊豊詮匠三三暑壱亭需迦哩誇里恵一一
l～8節９節以上と自根栽培有無

低節位加湿区加湿処理無処理スーパー雲竜有無
趣i血皿湿区一一霊』Ｌ理』u湿処L理一クロダネカボチャ有一無
注）処理期間1年３月１０日～４月８日注）処理期間１年１０月１日～１１月２２日

帯錯一憲了両~＝
１無処理

２黒寒冷紗１枚被覆一…処理期間２年４月１日～５月１０日
３試験規模１区５株

４ 耕種概要試験Ｉ‐試験Ⅱ試験Ⅲ
（１）播種期抑制６２年８月27日①63年１月25日２年２月１日

半促成６３年１月25日②１年１月25日
早熟６３年３月５日③１年１月25日
促成６３年９月28日④１年８月２１日

（２）栽培方法土耕栽培①～③l/600aﾎｯﾄ'土耕栽培
④れき耕栽培

（３）加湿処理加湿区１８:00～翌日８:００相対湿度１００％
無処理区１８:00～翌日８:００相対湿度40～90%変動

（４）栽植密度１０ａ当たり1250～1333株
（５）施肥量１０ａ当たりＮ＝30～70Kg，Ｐ２０５＝３０～70Kg，

ＫｏＯ＝３０～７０Ｋ豆’
●

Ⅲ主要 成 果 の 概 要

１キュウリ果実表面のブルーム（果粉）の発生は、様々な栽培条件によって
変化するが､‘スーパー雲竜、のようなブルームレス台木に接ぎ'木したキュ
ウリでは、環靖築件の恋動に闇わらずブルームの鎚牛減員られ斑いへ
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Ⅳ主 要 成 果 の 具 体 的 デ ー タ

第１表栽培環境条件とキュウリのブルーム発生程度の関係一（６２．６３年）

0.9120**0.7836＊力､､ラス室十内張りカーテン１２～１４℃加温

力､､ラス室十内張りカーテン初期１５℃加温2＊＊０．８９５７＊＊０．４６９２

０．９２５２＊＊０．５０３４上､､ニルハウス 無加温

86坐撚pL9波3*釦２２型7…lZRA室士内張.り’二通一無加.温一一一
*＊０．７９６７＊*０．５４１１＊＊

*＊は有意１％水準＊は５%水準

促成栽培０．４８１６

半促成栽培０．８２９２＊

早熟栽培0.8458＊

__孤制栽培_.__pL$8““

全作型－０．７３６８＊
注）数値は相関係数数 値 は 相 関 係 数 で

墓窯皇鵠一帯官坐雲雲i=,聖旨皇
品種－４半旬５半旬６半旬１半旬２半旬
無 加 湿 ２ ． ５ ２ ．７２．５２．８２．０

撞萱太______無処理____』.._8…-1...8._____pL8-----_畠1.名7……_し５－
クロダネ加湿１．０２ ‘５２．９３‘０２．５

カバチー主…無処理…_0-.-5…－０』一__．_.｣q_______L3----L5-
スーバー加湿０００００

雲竜無;処理 ・００００

注）ブルーム発生程度０(無）1（微）2(少）3(中）4(多）５(甚）（以下同じ）

第３表栽培夜温及び加湿と第４表果実肥大場所の加湿と
ブルーム発生程度（63,1年）－ブルーム発生程度（1年)一一

一房=雇戸､Z可勇一薪I専一而二~Z戸－砥~頭~直一一顎~ｦ薪累-実一

中）4(多）５(甚）（以下同じ）一ム発生程度

果 実 肥 大 場 所 の 加 湿 と

名夜温発生程度

注）供試品種北極２号自根栽培
処理は親づる１２節葉展/開時にｌ～８
節と９節より上部を別環境で育てた
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無 処 理

青節成

加湿

1７

北極１３
２号加湿１７

２１

Ｖ成果の評価と取扱上の留意点

１ブルームレスキュウリ栽培の資料とする。
２ブルーム発牛Lの制御に活用できる ⑥

Ⅵ今 後の研究上の問題点
ブルームレス台木を用いた場合の施肥法及び整州枝法の検討

Ⅶ資料名平成元年度福岡県農業総合試験場園芸研究所野菜試験成績書


